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需給動向

国内の畜産物の需給動向

１�　令和４年８月の牛肉生産量は、２万6541

トン（前年同月比3.9%増）と前年同月を

やや上回った（図１）。品種別では、和牛は

１万2031トン（同3.0%増）とやや、交雑

種は7036トン（同11.2%増）とかなり大き

く前年同月を上回った一方、乳用種は7121

トン（同0.2%減）と前年同月並みとなった。

　�　なお、過去５カ年の８月の平均生産量と

の比較では、4.2%増とやや上回る結果と

なった。

牛　肉

４年８月の牛肉生産量、前年同月比 3.9 %増

２�　８月の輸入量は、冷蔵品は、国内需要の

低下や為替の影響により、米国産や豪州

産などの主要国を中心に全体的に減少し、

１万9553トン（同16.2%減）と前年同月

を大幅に下回った（図２）。一方、冷凍品は、

前年同月の米国産輸入量が、米国のアジア

諸国向け輸出量の増加や米国国内需要の増

加による現地相場の高騰などにより少なか

ったことから、３万3907トン（同11.5%

増）と前年同月をかなり大きく上回った（図

３）。この結果、全体では５万3506トン（同

0.5%減）と前年同月をわずかに下回った。

　�　なお、過去５カ年の８月の平均輸入量と

の比較では、冷蔵品は18.9%減と大幅に

下回った一方、冷凍品は22.5%増と大幅

に上回る結果となった。

図１　牛肉生産量の推移

資料：農林水産省「食肉流通統計」
　注：部分肉ベース。

▲ 20

▲ 10

0

＋10

＋20

＋30

＋40

＋50

＋60

＋70

＋80

＋90

＋100

＋110

＋120

-25

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

令和3.8 9 10 11 12 4.1 2 3 4 5 6 7 8

（％）（千トン）
生産量

対前年増減率（右軸）

対過去５カ年増減率（右軸）

（年.月）

畜産の情報11月号_ブック02.indb   9 2022/10/19   14:02:52



畜 産 の 情 報 　 2022. 1110

３�　８月の牛肉の家計消費量（全国１人当た

り）は175グラム（同15.2%減）と前年

同月をかなり大きく下回った（総務省「家

計調査」）。

　�　なお、過去５カ年の８月の平均消費量と

の比較でも、13.2%減とかなり大きく下

回る結果となった。

　�　一方、外食産業全体の売上高は、新型コ

ロナウイルス感染症（COVID‒19）の第

７波の影響があったものの、３年ぶりに営

業制限や行動制限のない「お盆休み」とな

ったことから、前年同月と比べ18.0%増

と大幅に上回った（一般社団法人日本フー

ドサービス協会「外食産業市場動向調査」）。

このうち、食肉の取り扱いが多いとされる

業態では、ハンバーガー店を含むファース

トフードの洋風は、デリバリーや注文のデ

ジタル化などの購買方法の利便性への対応

などにより好調を維持し、同3.8%増と前

年同月をやや上回った。また、牛丼店を含

むファーストフードの和風は、新商品やキ

ャンペーンが好調であったことから、同

図２　冷蔵牛肉輸入量の推移
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資料：財務省「貿易統計」
　注：部分肉ベース。

図３　冷凍牛肉輸入量の推移

資料：財務省「貿易統計」
　注：部分肉ベース。
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7.8%増と前年同月をかなりの程度上回っ

た。ファミリーレストランの焼き肉は、お

盆期間の帰省客や観光客需要などにより堅

調に推移し、同50.8%増と前年同月を大

幅に上回った。

４�　８月の推定期末在庫は、15万9883ト

ン（同18.6%増）と前年同月を大幅に上

回った（図４）。このうち、輸入品も14万

6640トン（同21.1%増）と前年同月を大

幅に上回った。

　�　推定出回り量は、７万104トン（同

5.5%減）と前年同月をやや下回った（図

５）。このうち、国産品は２万5891トン（同

4.7%増）とやや上回った一方、輸入品は

４万4213トン（同10.6%減）とかなりの

程度下回った。

（畜産振興部　大内田　一弘）

資料：農畜産業振興機構調べ

図４　牛肉期末在庫の推移
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図５　牛肉出回り量の推移
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資料：農畜産業振興機構調べ
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豚　肉

４年８月の豚肉生産量、前年同月比 1.0 %減
１�　令和４年８月の豚肉生産量は、７万579

トン（前年同月比1.0%減）と前年同月を

わずかに下回った（図１）。

　�　なお、過去５カ年の８月の平均生産量と

の比較では、1.6%増とわずかに上回る結

果となった。

２�　８月の輸入量は、冷蔵品は、北米におけ

る現地価格の高騰および為替相場の変動な

どから、３万3835トン（同0.6%減）と

前年同月をわずかに下回った（図２）。一方、

冷凍品は、買い付け価格などで優位性のあ

ったスペイン産が引き続き多かったことな

どから、５万2651トン（同19.4%増）と

前年同月を大幅に上回った（図３）。この

結果、全体では８万6492トン（同10.7%

増）と前年同月をかなりの程度上回った。

　�　なお、過去５カ年の８月の平均輸入量と

の比較では、冷蔵品は3.0%減とやや下回

る一方、冷凍品は22.3%増と大幅に上回

る結果となった。

図１　豚肉生産量の推移
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資料：農林水産省「食肉流通統計」
　注：部分肉ベース。
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３�　８月の豚肉の家計消費量（全国１人当た

り）は、618グラム（同4.6%減）と前年

同月をやや下回った（総務省「家計調査」）。

　�　なお、過去５カ年の８月の平均消費量と

の比較では、5.1%増とやや上回る結果と

なった。

４�　８月の推定期末在庫は、22万8331ト

ン（同21.2%増）と前年同月を大幅に

上回った。このうち、輸入品は、20万

7966トン（同25.6%増）と前年同月を大

幅に上回った（図４）。

　�　推定出回り量は14万9955トン（同

3.1%増）と前年同月をやや上回った（図

５）。このうち、国産品は７万1378トン（同

1.1%減）と前年同月をわずかに下回った

一方、輸入品は７万8577トン（同7.3%増）

と前年同月をかなりの程度上回った。

図２　冷蔵豚肉輸入量の推移
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資料：財務省「貿易統計」
　注：部分肉ベース。

図３　冷凍豚肉輸入量の推移
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資料：財務省「貿易統計」
　注：部分肉ベース。
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（畜産振興部　田中　美宇）

図４　豚肉期末在庫の推移
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資料：農畜産業振興機構調べ

図５　豚肉出回り量の推移
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資料：農畜産業振興機構調べ
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１�　令和４年８月の鶏肉生産量は、好調な

需要を背景として、13万2997トン（前

年同月比1.6%増）と前年同月をわずかに

上回った（図１）。

　�　なお、過去５カ年の８月の平均生産量との

比較でも、4.4%増とやや上回った。

４年８月の鶏肉生産量、前年同月比 1.6 %増

鶏　肉

２�　８月の輸入量は、米国産が鳥インフルエン

ザ発生の影響により、タイ産がオファー価格

が高止まりの状況にあることにより、それぞ

れ減少した一方で、ブラジル産の輸入量が増

加傾向で推移していることから、４万7374

トン（同0.9%増）と前年同月をわずかに上

回った（図２）。

　�　なお、過去５カ年の８月の平均輸入量との

図２　鶏肉輸入量の推移

資料：財務省「貿易統計」
　注：鶏肉以外の家きん肉を含まない。
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図１　鶏肉生産量の推移
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資料：農畜産業振興機構調べ
注１：骨付き肉ベース。
注２：成鶏肉を含む。
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比較では、1.6%減とわずかに下回る結果と

なった。

３�　８月の鶏肉の家計消費量（全国1人当た

り）は、471グラム（同4.7%減）と前年同

月をやや下回った（総務省「家計調査」）。

　�　なお、過去５カ年の８月の平均消費量と

の比較では、4.9%増とやや上回る結果とな

った。

４�　８月の推定期末在庫は、14万9715トン

（同2.3%増）と前年同月をわずかに上回っ

た（図３）。このうち、輸入品は12万1213

トン（同8.8%増）と前年同月をかなりの程

度上回った。

　�　推定出回り量は、18万668トン（同

0.5%増）と前年同月をわずかに上回った（図

４）。このうち、国産品は13万3379トン（同

2.1%増）と前年同月をわずかに上回った一

方、輸入品は４万7289トン（同3.9%減）

と前年同月をやや下回った。

（畜産振興部　郡司　紗千代）

図４　鶏肉出回り量の推移

資料：農畜産業振興機構調べ
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図３　鶏肉期末在庫の推移
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資料：農畜産業振興機構調べ
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牛乳・乳製品

８月の生乳生産量、前年同月を18 カ月ぶりに下回る
令和４年８月の生乳生産量は、62万6861

トン（前年同月比0.2%減）と18カ月ぶりに

前年同月を下回った（図１）。地域別に見ると、

北海道は36万4103トン（同0.9%増）と前

年同月をわずかに上回ったが、都府県は26

万2758トン（同1.8%減）と前年同月をわ

ずかに下回った。

８月の生乳処理量を用途別に見ると、牛乳

等向けは、33万818トン（同0.4%増）と前

年同月をわずかに上回った。このうち、業務

用向け処理量については、２万7499トン（同

3.5%減）と前年同月をやや下回った。

乳製品向けは、29万2249トン（同0.7%

減）と15カ月ぶりに前年同月を下回った。

品目別に見ると、クリーム向けは、５万

7200トン（同1.0%減）と前年同月をわず

かに下回った。チーズ向けは３万9086トン

（同4.5%増）と前年同月をやや上回った。脱

脂粉乳・バター等向けは、14万7851トン（同

1.7%減）と前年同月をわずかに下回った。

バターの生産量は、6118トン（同1.3%増）

と、前年同月をわずかに上回る一方で、８月

末の在庫量は、４万964トン（同3.4%減）と、

前年同月をやや下回った。

脱脂粉乳の生産量は、１万2088トン（同

1.5%減）と２カ月連続で前年同月を下回っ

た。８月末の在庫量は、９万6803トン（同

6.9%増）と前年同月をかなりの程度上回っ

たが、３カ月連続で前月を下回った（農林水

産省「牛乳乳製品統計」、農畜産業振興機構「交

付対象事業者別の販売生乳数量等」）。

令和４年度の生乳生産量は前年度比
0.5%増の見込み

一般社団法人Jミルクが９月30日に公表

した「2022年度の生乳及び牛乳乳製品需給

見通しと課題について」によると、令和４年

度の生乳生産量は、768万7000トン（前年

度比0.5%増）と、４年連続の増産を見込ん

でいる。地域別に見ると、北海道は437万

トン（同1.4%増）と前年度より増加すると

見込まれる一方で、都府県では331万7000

トン（同0.5%減）と前年度より減少すると

している（表）。

図１　生乳生産量の推移

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」
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生乳の用途別処理量を見ると、飲用等向

け処理量は、394万2000トン（同2.6%減）

と前年度をわずかに下回り、11月の乳価改

定の影響などにより、下期は188万5000ト

ン（前年同期比4.7%減）と前年同期をやや

下回ると見込んでいる（図２）。このことか

ら、需給調整の役割をもつ脱脂粉乳・バタ

ー等向け処理量は、196万8000トン（前年

比5.6%増）と前年度をやや上回り、下期は

104万2000トン（前年同期比8.0%増）と

前年同期よりかなりの程度増加すると見込ま

れている（図３）。バターの期末在庫量は、

ホクレンによる需要確保対策を考慮すると、

３万9600トンと前年度並みとしている。脱

脂粉乳の期末在庫量については、Ｊミルク

による在庫削減対策などを考慮すると、9万

1700トン（前年度比6.1%減）と前年度を

かなりの程度下回ると見込んでいる。

　（酪農乳業部　山下　侑真）

合計 北海道 都府県

生産量 前年度比
（増減率） 生産量 前年度比

（増減率） 生産量 前年度比
（増減率）

令和元年度 7,362 1.1 4,092 3.1 3,270 ▲1.3
２年度 7,434 1.0 4,158 1.6 3,275 0.1
３年度 7,647 2.9 4,311 3.7 3,335 1.8
４年度

（見通し） 7,687 0.5 4,370 1.4 3,317 ▲0.5

表　生乳生産量の推移

資料：�農林水産省「牛乳乳製品統計」、一般社団法人Jミルク「生乳及び牛乳乳製品の需給見通しと課題について」
（2022年９月30日公表）

　注：令和元～３年度は実績値、４年度は見通しである。

（単位：千トン、％）

図２　飲用等向け処理量の推移

資料：�一般社団法人Ｊミルク「生乳及び牛乳乳製品の需給
見通しと課題について」

　注：令和４年８月以降は予測値。
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図３　脱脂粉乳・バター等向け処理量の推移
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資料：�農畜産業振興機構「交付対象事業者別の販売生乳数
量等」、一般社団法人Ｊミルク「生乳及び牛乳乳製
品の需給見通しと課題について」（2022年９月30
日公表）

　注：令和４年８月以降は予測値。
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鶏　卵

４年９月の鶏卵卸売価格、８カ月ぶりに前年同月を上回る
令和４年９月の鶏卵卸売価格（東京、Ｍ玉

基準値）は、１キログラム当たり223円（前

年同月比10円高）と８カ月ぶりに前年同月

を上回り、直近５カ年の９月の同価格の中で

最も高い水準となった（図１）。

卸売価格は、例年気温の上昇に伴い低下し、

夏場の低需要期に底を迎え、最需要期の年末

に向けて上昇する傾向がある。本年９月も学

校給食の再開や大手ファストフードチェーン

のプロモーションなどにより、同価格は上昇

基調となった。

９月の日ごとの推移を見ると、215円で

月初をスタートして段階的に上昇して、月末

には230円となり、上昇幅は15円となった。

今後について、供給面は、高病原性鳥イン

フルエンザ（以下「HPAI」という）の発生

リスクや生産コスト上昇などの懸念はあるも

のの、気温の低下に伴い、卵重の増加や産卵

率の上昇による増加が見込まれる。

需要面は、外食需要が回復基調にあること

に加え、最需要期に向けて家計消費、業務・

加工用需要ともに増加が見込まれる。

８月の家計消費購入数量、前月から
前年同月を下回る

鶏卵は消費量全体の約５割が家計消費、約

３割が業務用、残りの約２割が加工用へ仕向

けられているとされており、令和２年以降、

鶏卵の家計消費はCOVID‒19による巣ごも

り需要により増加したものの、令和２年から

４年に向かって徐々に落ち着きが見られる。

図１　鶏卵卸売価格（東京、Ｍ玉）の推移

平成３０年令和元年 ２年

３年 ４年

50

100

150

200

250

300

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（円/kg）

（月）
0
≈

９月

１ ～ １２日 ２１５円

１３ ～ ２１日 ２２５円

２２ ～ ３０日 ２３０円

※休市日を含む

資料：JA全農たまご株式会社「相場情報」
　注：消費税を含まない。
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夏場にかけては梅雨や高温などで、鶏卵消

費は減少する傾向にあり、８月の家計消費の

動向を見ると、前述の傾向の通り877グラ

ム（前年同月比4.2%減）と前年同月をやや

下回った（図２）。

ただし、COVID‒19発生前の過去５カ年

（平成27年～令和元年）の８月平均である

837グラムと比較すると、４年の同月の購

入数量の割合は4.8%増とやや上回った。ま

た、５・６月を除き、１～８月すべての月で

COVID‒19発生前より上回っており、引き

続き高い水準にある。

（畜産振興部　生駒　千賀子）

図２　鶏卵の家計消費購入数量の推移（全国１人当たり）
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資料：総務省「家計調査」
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令和３年度食料需給表・食料自給率について

令和３年度の食料自給率、前年度か
ら１ポイント上昇の38%

農林水産省は令和４年８月５日に「令和３

年度食料需給表（概算値）」（注１）、「令和３年

度食料自給率・食料自給力指標について」を

公表した。

食料自給率とは、日本全体に供給された食

料（以下「国内仕向量」という）に占める国

内で生産された食料の割合であり、供給熱量

（カロリー）ベースおよび生産額ベースで計

算する総合食料自給率と、重量ベースの品目

別自給率との２種類に分けられる。

総合食料自給率のうち、人間にとって最も

基礎的な栄養であるカロリーに着目した供給

熱量ベースの総合食料自給率を見ると、３年

度は小麦や大豆が作付面積、単収ともに増加

したこと、米における外食需要の回復などに

より、38%と前年度から１ポイント上昇し

た（表）。また、食料国産率（注２）でも、47%

と前年度より１ポイント上昇した。

また、経済活動の状況を捉えるために生産

額や輸入額を基に計算した生産額ベースの総

合食料自給率を見ると、国際的な穀物価格や

海上運賃の高騰を受けた畜産物の飼料輸入額

や油脂類・でん粉などの原料輸入額の上昇や、

肉類および魚介類などの輸入単価の上昇、米

や野菜の国産単価の低下などにより、63%

と前年度より４ポイント低下した。また、食

料国産率についても、69%と前年度より２

ポイント低下した。

一方の品目別自給率は、食料需給表に取り

まとめられた品目別の国内生産量、輸入量、

輸出量、在庫の増減を基に重量ベースで計算

されたものである。分子が国内生産量、分母

が国内消費仕向量（国内生産および輸入から

輸出を減じた数量に在庫の増減を加えたも

の）となっており、各要素の増減が同自給率

の増減に反映される構成となっている。

このうち、肉類（鯨肉を除く。以下同じ）

は、牛肉、豚肉および鶏肉のすべての品目で

生産量が増加したものの、豚肉および鶏肉の

輸入量も増加し、全体では前年度と同水準の

53%となった。また、肉類全体の国民１人・

１年当たり供給純食料（注３）は、34.0キログ

ラムと過去最高となった前年度を上回った。

なお、飼料自給率（可消化養分総量（TDN）

換算ベース）については、飼料の国内需要量

がおおむね増加傾向で推移する中、25%と

前年度と同水準となった。また、飼料自給率

を考慮した肉類の品目別自給率については、

家畜生産において必要となる飼料用穀物の多

くを海外から輸入していることから低い水準

にあり、８％となった。

（注１）　「食料需給表」とは、１年間に国内で供給される食料の
生産から最終消費に至るまでの総量を明らかにするとともに、国
民１人当たりの供給純食料および栄養量を示したものであり、食
料自給率の算出の基礎となるものである。計測期間は、牛肉、豚
肉、牛乳・乳製品、鶏卵については、当年４月１日から翌年３月
31日まで、鶏肉については、平成21年度以降、暦年（当年１月
１日から12月31日まで）となっている。
（注２）　「食料国産率」とは、畜産物の算定において飼料が国産
か輸入かにかかわらず、畜産物全体の供給に占める、国内で実際
に生産された畜産物の割合。
（注３）　各品目の供給数量を人間の消費に直接利用可能な食料
の形態に歩留まり換算し、日本の総人口（各年度10月１日現在）
で除したもの。なお、令和３年10月１日現在の人口は、１億
2550万2000人（前年度比0.5%減）。
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以下、食肉（牛肉、豚肉、鶏肉）、牛乳・

乳製品、鶏卵の品目別自給率（重量ベース）、

国民１人・１年当たりの供給純食料について

紹介する。

１　牛　肉

令和３年度の牛肉自給率、前年度か
ら２ポイント上昇の38%

令和３年度の牛肉の品目別自給率は、

38%と前年度を２ポイント上回り、２年度

連続の上昇となった（図１）。

食料需給表によると、国内生産量（枝肉換

算）については、平成29年度以降、繁殖基

盤強化対策の実施などにより和牛を中心にお

おむね増加傾向となっている。３年度は、乳

用種が減少した一方、交雑種および和牛を含

む肉専用種が増加し、全体では48万トン（前

年度比0.2%増）と前年度並みとなった。

輸入量については、焼肉やハンバーガーな

どの外食産業の需要拡大を背景に、近年、増

加傾向にあったものの、COVID‒19の影響

による外食需要の低迷などから前年度に減少

へ転じた。３年度も前年度に引き続き、外食

（単位：％）

昭和
60 年度

平成
7 年度 17 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 令和

元年度 2 年度 3 年度
（概算値）

品
目
別
自
給
率
（
重
量
ベ
ー
ス
）

肉類
（鯨肉を除く）

81 57 54 55 55 55 54 53 52 51 52 53 53
（13） （8） （8） （8） （8） （9） （9） （8） （8） （7） （7） （7） （8）

牛肉 72 39 43 42 41 42 40 38 36 36 35 36 38
（28） （11） （12） （11） （11） （12） （12） （11） （10） （10） （9） （9） （10）

豚肉 86 62 50 53 54 51 51 50 49 48 49 50 49
（9） （7） （6） （6） （6） （7） （7） （7） （6） （6） （6） （6） （6）

鶏肉 92 69 67 66 66 67 66 65 64 64 64 66 65
（10） （7） （8） （8） （8） （9） （9） （9） （8） （8） （8） （8） （8）

鶏卵 98 96 94 95 95 95 96 97 96 96 96 97 97
（10） （10） （11） （11） （11） （13） （13） （13） （12） （12） （12） （11） （13）

牛乳・乳製品 85 72 68 65 64 63 62 62 60 59 59 61 63
（43） （32） （29） （27） （27） （27） （27） （27） （26） （25） （25） （26） （27）

魚介類 93 57 51 52 55 55 55 53 52 55 53 55 57

米 107 104 95 96 96 97 98 97 96 97 97 97 98

小麦 14 7 14 12 12 13 15 12 14 12 16 15 17

大豆 5 2 5 8 7 7 7 7 7 6 6 6 7
供給熱量ベースの
総合食料自給率 53 43 40 39 39 39 39 38 38 37 38 37 38

生産額ベースの
総合食料自給率 82 74 70 68 66 64 66 68 66 66 66 67 63

飼料自給率 27 26 25 26 26 27 28 27 26 25 25 25 25

供給熱量ベースの
食料国産率 61 52 48 47 47 48 48 46 47 46 46 46 47

生産額ベースの
食料国産率 85 76 73 72 71 69 70 71 70 69 70 71 69

表　食料自給率の推移

資料：農林水産省「食料需給表」
注1：品目別自給率=国内生産量／国内消費量×100（重量ベース）である。
注2：肉類（鯨肉を除く）、牛肉、豚肉、鶏肉、鶏卵、牛乳・乳製品の（　）については、飼料自給率を考慮した値である。
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需要が低迷する中、主要輸入先である豪州産

の干ばつからの回復に伴う牛群構築の影響に

よる生産量減や米国産の現地相場の上昇など

より、それぞれ減少したことなどから、81

万3000トン（同3.8%減）と前年度をやや

下回った。

また、輸出量については、３年度は、輸出

先が増加したことなどから、１万1000トン

（同37.5%増）と前年度を大幅に上回り、過

去最高を記録した。国内在庫については、牛

肉消費の低迷が続いたことから、１万5000

トンの積み増しとなった。

この結果、国内消費仕向量については、

126万7000トン（同4.7%減）と前年度を

やや下回り、２年度連続の減少となった。近

年の牛肉の消費構成は、外食・中食が約６割、

家計消費が約３割で推移していることから、

この減少は、ホテルや飲食店などを含む外食

における消費機会の減少による影響が大きか

ったことがうかがえる。また、牛肉は、食肉の

中では比較的高価であることから、巣ごもり需

要の取り込みも限定的となったとみられる。

このため、国民１人・１年当たり供給純食

料（精肉換算）についても、6.2キログラム

と前年度から0.3キログラム減少した。

なお、飼料自給率を考慮した牛肉自給率は、

10%と３年ぶりに前年度を上回った。なお、

肉用牛に供給される飼料には、国産で賄われ

る割合が高い粗飼料が含まれていることか

ら、同自給率は輸入品で賄われる割合が高い

濃厚飼料を主とする豚肉や鶏肉に比べて高い

水準にある。

図１　牛肉生産量、輸入量、国内消費仕向量、自給率の推移
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資料：農林水産省「食料需給表」
　注：国内生産量および輸入量は枝肉換算。
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令和３年度の豚肉自給率、前年度か
ら１ポイント低下の49%

令和３年度の豚肉自給率は、49%と前年

度から１ポイント低下した（図２）。

食料需給表によると、国内生産量（枝肉換

算）については、近年、豚流行性下痢（PED）

発生の影響などにより減少した時期はあった

ものの、畜産クラスター事業の実施による導

入頭数の増加などを背景に増加傾向となって

いる。３年度は、と畜頭数および平均枝肉重

量ともに増加したことから、131万8000ト

ン（前年度比0.6%増）と４年度連続で前年

度を上回った。

輸入量については、豚肉需要の一層の高ま

りを背景におおむね増加傾向となっている。

３年度は、冷蔵品が旺盛な巣ごもり需要の継

続により外食需要の一部が内食需要へシフト

したこと、冷凍品が前年度に業務用需要の減

少などにより抑えられたことへの反動から、

それぞれ増加し、全体では135万7000トン

（同5.0%増）と前年度をやや上回った。

また、輸出量については、３年度は、

3000トン（同25.0%減）と豚熱（CSF）の

影響などにより前年度を大幅に下回り、国内

在庫については、需要の増加などから3000

トンの取り崩しとなった。

この結果、国内消費仕向量については、３

年度は267万5000トン（同1.4%増）と、

２年度連続で前年度を上回り、過去最高を記

録した。近年の豚肉の消費構成は、家計消費

が約５割、外食・中食が約2.5割、加工仕向

が約2.5割で推移しており、家計消費に仕向

けられる割合が高い豚肉は、旺盛な巣ごもり

需要の継続により増加傾向にあるとみられる。

このため、国民１人・１年当たりの供給純

食料（精肉換算）は、13.2キログラム（同

2.3%増）と前年度から0.3キログラム増加

し、過去最高となった。

なお、飼料自給率を考慮した豚肉自給率は、

供給される飼料がとうもろこしをはじめとし

て輸入品の占める割合が高い濃厚飼料を主と

していることから、同自給率は低い水準で推

移しており、３年度は前年度と同水準の６％

となった。

２　豚　肉

図２　豚肉生産量、輸入量、国内消費仕向量、自給率の推移
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資料：農林水産省「食料需給表」
　注：国内生産量および輸入量は枝肉換算。
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３　鶏　肉
令和３年度の鶏肉自給率、前年度か
ら１ポイント低下の65%

令和３年度の鶏肉自給率は、65%と前年

度から１ポイント低下した（図３）。

食料需給表によると、国内生産量（骨付き

肉換算）については、健康志向の高まりや根

強い国産志向を受けた好調な需要などを背景

に増加傾向にあり、３年も、167万8000ト

ン（前年比1.5%増）と前年を上回り、10年

連続で過去最高を記録した。

輸入量については、近年、外食や加工向け

を中心におおむね増加傾向となっている。３

年は、国内の輸入品在庫が低水準にあったこ

となどから、ブラジル産、タイ産、米国産の

輸入量が増加し、92万7000トン（同7.9%

増）と前年をかなりの程度上回った。

また、輸出量については、３年は、HPAI

発生に伴う相手国側の輸入停止により、

5000トン（同50.0%減）と前年を大幅に下

回った。国内在庫については、輸入量の増

加は見られたものの、消費量がさらに上回

ったことから、輸入品在庫を中心に減少し、

1000トンが取り崩され、２年連続で前年を

下回る水準となった。

国内消費仕向量は、消費者の低価格志向や

健康志向の高まりに加え、食肉の中での価格

優位性を背景に増加傾向にある。３年も、好

調に推移し、260万1000トン（同3.5%増）

と前年をやや上回った。近年の鶏肉の消費構

成は、家計消費が約４割、外食・中食が約５

割、加工仕向が１割で推移している中で、巣

ごもり需要の継続により、量販店における販

売が好調であることに加え、テイクアウトや

デリバリーなどの中食需要も取り込み、国産

鶏肉、輸入鶏肉とも一層の需要の高まりがう

かがえた。

このため、国民１人・１年当たり供給純食

料（正肉換算）は、14.4キログラムと、前

年から0.5キログラム増加した。

なお、飼料自給率を考慮した鶏肉自給率は、

供給される飼料がとうもろこしをはじめとし

て輸入品の占める割合が高い濃厚飼料を主と

していることから、同自給率は低い水準で推

移しており、３年度も前年度と同水準の８％

となった。

図３　鶏肉生産量、輸入量、国内消費仕向量、自給率の推移
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資料：農林水産省「食料需給表」
注１：国内生産量および輸入量は骨付き肉換算。
注２：計測期間は平成21年度から暦年。
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４　牛乳・乳製品
令和３年度の牛乳・乳製品自給率、
前年度から２ポイント上昇の63%

令和３年度の牛乳・乳製品の自給率（以下

数値は生乳換算）は、前年度を２ポイント上

回り、63%となった（図４）。

国内生産量は、生乳生産量の増加により

764万6000トン（前年度比2.9%増）と前

年度より21万2000トン増加し、３年連続

の増加となった。また、輸入量は、469万

トン（同6.0%減）と前年度よりかなりの程

度減少し、２年連続の減少となる一方で、輸

出量は、６万4000トン（同48.8%増）と大

幅に増加した。また、COVID‒19の拡大に

よる休校や、外出自粛に伴う業務用乳製品需

要の減少などにより、需要量を示す国内消

費仕向量は1216万2000トンと、前年度よ

り５万7000トン減少した。その結果、品目

別の生産量を見ると、飲用向けは、399万

8000トン（同0.9%減）と前年度よりわず

かに減少した一方で、需給調整の役割を持つ

バターや脱脂粉乳が増加したことから、乳

製品向けは、359万9000トン（同7.3%増）

とかなりの程度増加した。

近年の動向を主要乳製品別に見ると、食生

活の多様化などに伴い、チーズの消費が拡大

していたが、外食需要の減少などにより、国

内消費仕向量は33万トン（同0.9%減）と元

年度以降、減少傾向にある。

国民１人・１年当たり供給純食料は、

94.4キログラムと前年度並みとなった。な

お、飼料自給率を考慮した牛乳・乳製品自給

率は27%となった。

５　鶏　卵

令和３年度の鶏卵自給率、前年度と
同水準の97%

令和３年度の鶏卵自給率は、前年度と同水

準の97%となり、引き続き畜産物の中で最

も高い水準を維持した（図５）。この自給率

の高さについては、わが国では鶏卵を生食す

るという食文化から鮮度や品質が重視されて

図４　牛乳・乳製品生産量、輸入量、自給率の推移
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資料：農林水産省「食料需給表」
　注：国内生産量および輸入量は生乳換算。
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おり、また、未加工の鶏卵は殻が割れやすい

ことなどから輸入品による代替が難しいこ

と、生産から流通までの効率化が図られてき

たことなどが背景にある。

食料需給表によると、国内生産量（殻付き

換算）については、近年、需要拡大を受けて

卸売価格がおおむね堅調に推移したことで生

産者の増産意欲が高まり、増加傾向で推移し

てきた。しかしながら、３年度は、HPAIの

大規模発生による影響により、258万2000

トン（前年度比0.8%減）と前年度をわずか

に下回り、２年度連続の減少となった。

輸入量については、輸送性・保存性の高い

粉卵が約９割を占めており、菓子や練り物

などの原料に仕向けられている。２年度に

COVID‒19拡大に伴う業務用需要の減少な

どにより輸入量が減少したが、３年度は、国

内におけるHPAI発生による国内生産量の不

足感とこれを受けて卸売価格が高水準にあっ

たため、輸入品への代替需要が高まったこ

となどから、11万5000トン（同12.7%増）

と前年度をかなり大きく上回った。

また、輸出量については、主要な輸出先で

ある香港向けにおいてCOVID‒19の影響に

より内食化が進み、現地の量販店で販売され

る日本産鶏卵の販売が好調となったことなど

から、３年度は、２万4000トン（同20.0%

増）と前年度を大幅に上回り、過去最高を記

録した。

国内消費仕向量については、３年度は、２

年度からの巣ごもり需要における鶏卵消費

の落ち着きやHPAI発生による生産減から、

267万3000トン（同0.4%減）と前年度を

わずかに下回った。

国民１人・１年当たり供給純食料（付着卵

白および殻を除く）は、前年度と同水準の

17.2キログラム（同0.0%）となった。

なお、飼料自給率を考慮した鶏卵自給率は、

とうもろこしをはじめとして輸入品の占める

割合が高い濃厚飼料を主としていることから、

同自給率は低い水準で推移しており、３年度

は前年度を１ポイント上回る13％となった。

 （食肉、鶏卵：畜産振興部　郡司　紗千代、牛乳・乳製品：酪農乳業部　山下　侑真）

図５　鶏卵生産量、輸入量、国内消費仕向量、自給率の推移
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資料：農林水産省「食料需給表」
　注：国内生産量および輸入量は殻付き換算。
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